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主な内容



ヽ 一

記ぷごそ/前記

新しい器具導入しました

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ利用案内

新規導入したバイク（写真上）

とランニンゾマシン（写真左）

　運動時間や走行距離、消し

費カロリー等が計れま百

］

トレーニングルーム内部

　スポーツの秋です。

　町ではこのたび総合運動場のトレー

ニングルームに新しい器具を導入し

ました。健康の維持・増進、体形の

維持・向上、心身のリフレッシュ、

趣味のための体力づくりなどにご利

用ください。

利用時間　午前８時30分～午後９時

利用料金　T50円（１人い寺間当た

　　　　　り、ただし照明施設を利

　　　　　用した場合は倍額）

※毎週月曜、年末年始は利用できま

　せん。午後５時以降の利用は　前

　日までの予約が必要です。

申込み・問合せ先

　　　　　町スポーツ振興課（月曜

　　　　　体）�８２－２３４５

会場案内

二

県
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　プルダウン

〈効果〉

・上背部と腕を曲げ

　る筋肉に効東方あ

　ります。（広背筋、

　上腕二頭筋）

　スクワット

〈効果〉

・ももの前側、背部、

　脊柱を支える筋肉

　に効果がありま雅。

　(大腿四頭筋、大

　背筋、脊柱起立筋)

　バタフライ

〈効果〉

・胸、肩前面の筋肉

　に効果があります。

　(三角筋、大胸筋)
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レッグカール

〈効果〉

・脚の後側の筋肉に

　効果がありま可。

　(誹腹筋、大腿二

　頭筋、半腹様筋)

レッグプレス

　〈効果〉

　・脚部、背部の筋肉

　に効果がありま雅。

　(大背筋、大腿四

　頭筋、誹腹筋、腰

　部屈筋群)

シーテッド

ベンチプレス

　〈効果〉

　・胸、肩、腕をのは

　雅筋肉に効東方あ

　ります。（大胸筋、

　三角筋、上腕三頭

　筋）

３

新しい器具の設置に伴い、インストラクターの指導による講習会を開催しています。

日　程　10/ 7（土）夜、10/10（火）昼

　　　　10/20（金）夜、10/29（日）昼

　　　　11/ 5（日）昼、n/10（金）夜

　　　　11/18（土）夜、n/28（火）昼

時　間　昼の部13:30～15:0〔〕

　　　　夜の部19:00～20:30

申込み　申込みは１日単位で受け付けます。

募集定員

参加料

１目当たり10人

昼の部300円・夜の部600円

回目当たり）

申込み・間合せ先

　　　　　町スポーツ振興課（月曜休）

　　　　　�８２－２３４５



ご協力ください

ごみの減量､正しい分け方・出し方……………=ｭ:=y/

経費節減につながります

¬一万
ごみ処理の=ﾌ

　現　状

一
世
帯
当
怒
り
の
処
纒
経
費
味

　
　
　
　
　
２
万
９
）
。
６
）
○
）
○
）
円
］

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み
を
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ご
み
処
理
に
は
、
下
表
の
と
お

り
多
額
の
経
費
を
要
し
、
１
年
間
で
約

３
億
８
。
３
２
０
万
円
、
１
世
帯
当
た

り
で
２
万
９
。
６
０
０
円
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
ご
み
を
減
量
し
、

一

正
し
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
で
、

施
設
の
機
械
設
備
等
が
長
持
ち
し
、
さ

ら
に
、
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
る
最
終
処

分
場
も
長
持
ち
ず
る
な
ど
、
経
費
の
節

減
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
資
源

ご
み
収
集
で
、
再
資
源
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　…………
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集められたぺりトボトル

平成11年度ごみ処理経費
２１,３００円

５６,６００円

-一一一一

６３,４００円

約
一
約

もえるごみ

もえないごみ

ｌｔ当たりの

ごみ処理経費

約ガラス・びん類
ﾂﾞｼ，

と七夕⑤㈱ 資　源　ご　み 約　　３８,６００円

１世帯当たりの
ごみ処理経費

(約29,600円)
二

もえるごみ 約　　１６,６００円

もえないごみ 約　　　6,500円

ガラス・びん類 約　　　2,100円

∩
資　源　ご　み 約　　　４,４００円L」

１年間にかかるご

み収集・処理費用

(約3億8,320万円)

　将１

もえるごみ 約2億1,490万円

もえないごみ 約　　8,450万円

ガラス・びん類 約　　2,720万円

資　源　ご　み 約　　5,660万円

家
庭
用
ご
み
処
理
器
設
置
に
補
助
金

　
ご
み
減
量
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
で
は
「
生
ご
み
処
理
器
」
の
設

置
者
に
対
し
、
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
家
庭
で
、
こ
の
ご
み
処

理
器
を
利
用
し
て
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
家
庭
用
ご
み
処
理
器
設
置
事
業
補
助
金
交
付
制
度

　
一
般
家
庭
で
「
生
ご
み
処
理
器
（
容
器
単
体
を
含
む
）
」
購
入
・
設
置
し
た

場
合
、
本
体
価
格
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
限
度
額
が
あ
り

ま
す
。
）

限
度
額
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０
０
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器
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つ
言
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合
せ
先
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保
健
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リ
サ
イ
ク
ル
の
主
役
は
あ
な
た
で
す

　
　
６
４
０
ト
ン
の
ご
み
が
減
量
（
資
源
化
）
へ

　
町
で
は
、
急
増
す
る
ご
み
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
を
推
進
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
資
源
ご
み
回
収
報

償
金
交
付
要
綱
を
制
定
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
ご
み
減
量
化
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
源
ご
み
回
収
運
動
に
皆
様
の
ご
協
力

一
を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
１
年
間
で
約
6
4
0
ト
ン
の
ご
み
を
資
源
化

一
（
減
量
）
並
び
に
約
8
9
万
２
千
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
す
る

｛
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ヽペプ

ゴミの減量はみんなの協力か必要です

資
源
ご
み
回
収
実
績

　
回
収
内
訳

布ダ雑新
」
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回
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９
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本

・ペットボトル回収実績表平成11年度団体別資源ごみ

団　体　名
資源ごみ

　　(kg)

ペットボトル

　　(本) 団　体　名
資源ごみ

　　(kg)

ペットボトル

　　(本) 団　体　名
資源ごみ

　　(kg)

ペットボトル

　　(本)

いずみ育成会 8,879 - 至宝南育成会 2,827 5,545 壬生寺保育園 2,445 12,945
いずみ自治会 - 10,330 ﾄﾞ表町自治会 20,161 17,043 壬生町立いなば保個帽米沢酋会 - 4,550
いずみ野球部 7,558 - 下台団地r一世会育成会 - 9,450 モ生町立稲葉小学校ＰＴＡ - 9,500

‥心会 8,734 1,525 ﾄﾞ横剛‘|｢|｣会 26,438 13,301 １生町立しもだい保育|帽屁他者公 - 一 一

1,524
今几出合会 2,647 - 消費社友の会 - 2,417 壬生町立羽生目.1小学校ＰＴＡ 27,070 15,735

駅淑子供会育成会 9,282 8,650 城東町自治会 - 6,160 壬生町立藤井小学校 14,435 7,823
落合育成会 - 2,036 城内自治会 7,160 11,948 壬生町立壬牛.小学校 - 16,433
落合自治会 964 15,458 城南長寿会 9,685 - 壬生町立壬生中学校 52,114 -

おもちゃのまち育成会 2,927 1,270 城南婦人会 1,210 2,262 壬生町立壬生中学校生徒会 - 37,556
鹿島生活改善クラブ 13,339 - 生活改善クラブあざみ会 1,993 8,550 壬生町立壬生束小学校ＰＴＡ - 4,190

ﾄ稲葉上町天狗杉班 10,399 3,935 生活改善クラブ弥生会 7,735 5,615 壬生町立南犬飼中学校ＰＴＡ 12,789 80,643

ﾄ稲築上町中組 3,636 1,305 せせらぎ会ディサービスセンター - 124,526 壬生町立睦小学校 - 15,545
ヒ田子供会育成会 19,287 6,651 せせらぎ学園第３班 38,797 48,552 壬生町立安塚小学校ＰＴＡ 25,869 17,658

ﾄ.通町自治会 11,619 3,818 第‥化成清泉寮 - 800 壬生町立やすづか保育園保護者会 2,644 n,328

北小判づ･供血育成会 13,045 3,822 台坪生活改善クラブ - 7,600 睦作業所保護者会 49､464 119,350

七塚育成会 3,155 1,050 束ﾄﾞ台育成会 6,371 3,503 六=翔町中央育成会 13,017 3,514
県営１生住宅育成会 - 11,557 栃木県,立壬生高等学校 3,810 13,070 六美町｢前部育成会 9,321 25,875
県営壬生住宅自治会 4,406 - 中泉子供育成会 9,642 4,050 六美北部育成会 5,068 -

荊沼自治会 17,026 12,000 中表町自治会 5,258 3,680 安塚青葉二道 1,347 615

秋桜 - 3,540 仲通町子供会育成会 4,810 5,261 安塚一あけぽの会 6,849 4,468
雇用促進住宅内育成会 1,796 - 七ツ石すみれ会 - 615 安塚三自治会 18,746 15,077

さくらんぽ共同保育園育てる会 6,291 3,712 西高野老人会 5,750 - 安塚中央鹿島原 18,028 16,614

宰町一｣‘目育成会 3,426 - 馬場自治会 - 4,140 安塚中火コスモス会 8,154 2,203
幸町二｣‾回目流会 - 730 ひばりケ丘育成会 2,163 - ゆうがお会 2,630 5,555
今町三｣'目育成会 1,233 - フリーマーケットの会 - 6,300 万町自治会 8,246 6,320
弔町四｣円育成会 4,047 - 星の宮育成会 6,974 1,120 ルネプラッツ22 - 5,608

三修会句ロヒ剣道教室 - 10,394 緑町･･･丁目自治会 19､280 17,997
至牢記了-惧育成会 8,988 9,739 緑町ご丁目自治会 7,257 6,193

至宝町婦人会 - 8,387 緑町三・四ｙ目育成会 4,523 1,860 合　　　　計 632,824 892,096

５
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傷
晋
朧
入
鎖
麿
＠

　
　
犬
　
畿
鯵
蜀
蝉
μ
車
掌

込期間10月２日～10月311づ日

昨
年
の
し
も
だ
い
保
育
園
運
動
会

　平成13年度の保育園の入園児の受付を行いますので、入園を希望され

る方は、次により申込みの手続きをしてください。ヽ -

保
育
園
と
は
…

　
保
護
者
が
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病

気
療
養
中
の
た
め
に
十
分
な
保
育
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、
お
子
さ

ん
を
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
育
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
に
入
園
で
き
る

子
ど
も
は
…

　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護
者
の
方

が
次
の
各
号
に
該
当
し
て
お
り
、
同
居

の
家
族
の
方
も
お
子
さ
ん
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合
で
す
。
「
集
団
生
活
に
慣

れ
さ
せ
た
い
か
ら
」
、
「
長
時
間
預
か
っ

て
も
ら
え
る
か
ら
」
、
あ
る
い
は
「
経

済
的
な
理
由
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
、
入
園
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
と
き

②
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
も
っ

　
て
い
る
と
き

③
病
気
や
ケ
ガ
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

　
あ
る
と
き

④
病
人
や
心
身
障
害
者
の
世
話
を
し
て

　
い
る
と
き

⑤
そ
の
他
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い

　
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き

申
込
期
間
等

1
0
月
２
目
白
～
1
0
月
3
1
目
㈹

斤
保
育
見
学
会

　
申
込
期
間
中
、
保
育
園
で
の
児
童
の

様
子
や
過
ご
し
方
な
ど
、
自
由
に
参
観

で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
保
育
園
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

申
　
込
　
方
　
法

　
入
園
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
町
民
生
節
福
祉
課
並
び
に
各
保

育
園
に
あ
り
ま
す
。

入
　
園
　
選
　
考

入
園
基
準
に
従
っ
て
、
保
育
の
必
要

保育園の所在地

保育園名 所　在　地 電話番号

①とおりまち保育園 通町16－ 9 82－0330

②やすづか保育園 安塚1179－ 1 86一肌32

③いなけ保育園 上稲葉935－ 2 82－1059

①しもだい保育園 駅東町6 －23 82－4815

⑤すけがい保育園 肋谷n65－ 3 86－0237

⑥壬生寺保育園 大師町H－16 82－08n

⑦ありんこ保育園 壬生丁75－14 82－3137

６



性
の
高
い
順
に
入
園
決
定
を
し
ま
す
。

（
申
込
順
で
は
あ
り
ま
せ
庖

入
　
園
　
決
　
定

　
申
込
書
に
基
づ
き
調
査
の
う
え
、
来

年
１
月
頃
保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。

保
　
育
　
時
　
間

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で

①とおりまち保育園②や可づか保育園

宮呂心
東
武
鉄
道
宇
都
宮
線
壬
生
駅

至
』

俑駆誤脱

弱竹胆

四回

至宇都宮

づｓ

主
要
地
方
道
宇
都
宮

栃
木
線

寿
’
　
＝
．
’

４
　
　
【
万

保
　
育

延
長
保
育

牡
午
前
７
時
～
午
前
８
時
3
0
分

ぐー夕
午
後
５
時
～
午
後
７
時
（
と
お
り
ま

ぐち
保
育
園
・
や
す
づ
か
保
育
園
・
壬
生

寺
保
育
園
・
あ
り
ん
こ
保
育
園
で
実
施
）

　
保
育
の
条
件
は
、
状
況
を
調
査
し
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
実
施
の

決
定
を
し
ま
す
。

　
保
育
料
は
、
保
育
料
に
延
長
保
育
料

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
障
害
児
保
育

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
で
、

集
団
保
育
が
可
能
な
場
合
に
お
預
か
り

し
ま
す
。

匹
乳
児
保
育

　
産
休
（
育
休
）
明
け
か
ら
お
預
か
り

③いなば保育園

皿
　
　

国
道
３
５
２
号
線

至　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
回

県道国谷・家中停車場線

コ

　至小山

し
ま
す
。

　
地
域
活
動

　
お
年
寄
り
の
方
々
と
の
世
代
間
ふ
れ

あ
い
活
動
や
、
郷
土
の
文
化
等
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
る
松
永
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

保
　
　
育

料

　
お
子
さ
ん
一
人
あ
た
り
の
保
育
に
か

か
る
経
費
は
、
国
・
県
・
町
の
負
担
と

一
部
は
保
護
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

育
料
と
て
賄
っ
て
い
ま
す
。
町
の
保
育

料
は
原
則
と
し
て
、
入
園
児
童
の
父
母

の
税
額
（
前
年
分
の
所
得
課
税
額
及
び

前
年
度
分
の
市
野
村
民
税
額
）
に
応
じ

て
、
階
層
区
分
が
決
ま
り
ま
す
。

給
④しもだい保育園

良

　
３
歳
未
満
児

　
昼
食
は
、
完
全
給
食
で
す
。
お
や
つ

は
、
1
0
待
と
３
待
の
２
回
で
す
。

　
３
歳
以
上
児

　
昼
食
は
、
副
食
の
み
が
で
ま
す
の
で
、

主
食
は
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

や
っ
は
、
３
待
の
１
回
で
す
。

安
　
　
全

心
工刄

　
保
宵
待
間
中
に
園
内
で
ケ
ガ
を
し
て

病
院
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
の

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
　
合
　
せ
　
先

町
民
生
節
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
8
1
－
１
只
）
・
り
リ
士

－
－
－
－
－
－
―
―
－
―
－
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
－
－
―
－
－
－
―
－
―
－
－
－
―
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ｓ

　
壬
生
町
に
は
、
次
の
よ
う
な
児
童

　
福
祉
施
設
も
あ
り
、
お
子
様
を
お

‐ ‐
‐

‐

　
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
保
育
料
等

合評

わ細

せに

く　つ

だい

さて

いは

○　ゝ
　直

　接

　お

　問

　い

一一一一一一一一

　
さ
く
ら
ん
ぼ
共
同
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
ｌ
ｎ
Ｊ
り
乙
Ｉ
Ｉ

’
メ
リ
土
フ
ン
ド
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
（
Ｄ
ｑ
）
り
乙
Ｉ

　
森
の
子
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
�
8
6
－
り
Ｊ
７
Ｑ
り
０

⑦ありんこ保育園⑥壬生寺保育園

東
武
鉄
道
宇
都
宮
線

　　　至宇都宮
jh

JI

ﾚ采

笑　　　国道352号線

石橋地区消防組合　　　栃
千

＝

/

７

皿

東
武
鉄
道
宇
都
宮
線



　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
養
育
家
庭
へ
の

支
援
と
し
て
、
児
童
手
当
、
遺
児
手

当
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
町
民
生
部
福
祉

課
で
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
受
付

は
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前

８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で
）

Fi1童養育家庭への

　助成制度のご案内

＝
ノ

児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
就
学
前
の
児

童
を
養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
額
表
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

児
童
手
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の
他
の

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
さ
ら

に
特
例
給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
の
平
成
１
１
１
１
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

　　　　平成12年度

児童手当所得制限限度額表

あ
な
た
の
所
得
額
は
、
平
成
1
1
年
分
の

所
得
額
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除
し

た
額
に
な
り
ま
す
。

　
手
当
月
額

　
第
圭
子
　
　
　
　
５
。
０
０
０
円

　
第
２
子
　
　
　
　
５
。
０
０
０
円

　
第
３
子
以
降
　
１
０
。
０
０
０
円

　
支
給
月

　
６
月
、
1
0
月
、
２
月

※
県
章
手
当
法
改
正
に
よ
り
、
現
在
、

３
歳
以
上
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
は
、
県
令
手
当
認
定
請

求
書
ま
た
は
児
童
手
当
額
改
定
請
求
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

扶養家族

等の人数

児童手当

(国民年金加入者)

特例給付

(厚生年金等加入者)

所得顔（円） 所得額（円）

Ｏ人 1,700,000 3,610,000

１人 2,080,000 3,990,000

２人 2,460,000 4,370,000

３人 ２,８４０,０００ ４,７５０,０００

４人 3,220,000 5,1 3 0,000

５人 3,600,000 5,510,000

遺
児
手
当

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額

　
児
童
士
人
あ
た
り
　
３
。
０
０
０
円

　
支
給
月

　
６
月
、
９
月
、
1
2
月
、
３
月

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
、
1
8
歳
到

達
の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ
っ

問
合
せ
先

て
全
額
、
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は
支
　
８

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
当
月
額

　
児
童
Ｉ
人
　
　
４
２
。
３
７
０
円

　
児
童
２
人
　
　
４
７
。
３
７
０
円

　
児
童
３
人
以
降
　
３
。
０
０
０
円
加
算

※
一
部
支
給
停
止
は
、
圭
４
。
０
２
０

　
円
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
2
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
ま
た
は
身
体
障
害
（
１
級
・

２
撒
）
の
あ
る
児
童
（
即
成
未
満
）
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額
（
圭
太
あ
た
り
）

　
１
徴
該
当
　
５
１
。
５
５
０
円

　
２
級
該
当
　
３
４
。
３
３
０
円

　
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
2
月

　
各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児
童
、
所
得
制
限

な
ご
、
詳
し
く
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
音
8
1
－
１
８
３
１
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一



土砂等の

堕包唇,盛出に!ま

　　許可が必要です

公

　
有
害
な
物
質
が
混
入
し
た
土
砂
等
の

埋
立
て
、
盛
土
、
た
い
積
（
埋
立
て
等
）

に
よ
る
土
壌
の
汚
染
や
、
無
秩
序
な
埋

立
て
等
に
よ
る
崩
落
等
の
災
害
の
発
生

を
未
然
に
防
止
し
、
皆
様
の
生
活
の
安

全
と
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
『
壬
生
町
土
砂
等
の
埋
立

て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の

発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
』
が
平
成

1
2
年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

施
行
前
か
ら
続
い
て
い
た
事
業
に
関
し

て
は
施
行
後
３
ヵ
月
の
許
可
の
猶
予
期

問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
1
2
年
９
月

１
日
か
ら
す
べ
て
の
事
業
が
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

証
一
週
間
1
0
月
１
日
～
７
日

遺
言
や
契
約
は
公
正
証
書
で

　
1
0
月
↓
日
～
７
日
ま
で
は
「
公
証
週

間
」
で
す
。

　
公
証
役
場
は
、
法
務
大
臣
に
任
命
さ

れ
た
公
証
人
が
遺
言
や
契
約
の
公
正
証

書
の
作
成
、
会
社
定
款
の
認
証
、
確
定

目
付
の
付
与
な
ど
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
道
彦
相
続
に
つ
い
て
は
、
遺
言
を
公

正
証
書
に
し
て
お
け
ば
法
律
的
に
も
安

全
で
、
相
続
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　
金
銭
貸
借
や
上
地
・
建
物
の
賃
貸
、

売
買
な
ど
も
契
約
を
公
正
証
書
に
し
て

お
け
ば
、
裁
判
な
ど
で
証
総
力
が
あ
り

債
券
回
収
に
役
立
ち
ま
す
。

　
公
証
役
場
で
は
、
公
正
証
言
作
成
等

に
つ
い
て
の
法
律
相
談
を
い
っ
で
も
無

料
言
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

田
土
壌
の
汚
染
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な

　
埋
立
て
等
は
↓
９
べ
こ
禁
止
さ
れ
ま
↓
９
．

恋
土
砂
等
を
埋
立
こ
よ
う
と
↓
９
る
区
域

　
以
外
の
場
所
か
ら
土
砂
等
を
搬
入
し

　
こ
面
積
５
０
０
�
以
上
３
’
０
０
０

　
�
未
満
の
埋
立
て
等
の
事
業
を
行
う

　
場
合
は
、
町
の
許
可
が
必
要
で
↓
９
．

　
（
３
’
０
０
０
�
以
上
の
事
業
は
県
の

　
許
可
対
象
で
↓
９
．
）

恋
無
許
可
で
事
業
を
行
つ
等
の
条
例
に

　
反
↓
９
る
行
為
に
対
し
て
は
、
最
高
１

　
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
5
0
万
円
以

　
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
↓
９
．

問
合
せ
先
　
町
保
健
課
環
境
公
害
係

　
　
　
　
　
　
　
酋
8
1
－
１
８
３
４

問
合
せ
先

　
小
山
公
証
役
場

　
　
　
（
小
山
商
工
会
議
所
会
館
３
階
）

　
　
　
昔
０
２
８
５
１
2
4
－
４
５
９
０
り

一

ﾚj‾ﾝj

フ
ォ
ｋ
Ｌ
ニ
r
'

‐

t
4
。

緑
化
フ
ェ
ア
に
向
け

　
　
　
　
花
苗
配
布

　
緑
化
フ
ェ
ア
本
番
に
向
け
、
サ
ル
ビ

ア
と
日
々
草
の
苗
３
万
ポ
ッ
ト
が
町
内

自
治
会
へ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し

な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納

得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
香

合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は

一
切
無
料
で
、
秘
密
も
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権

六
美
町
夏
祭
り

　
六
美
町
３
自
治
会
（
南
・
北
・
中
失
）

の
夏
祭
り
が
７
月
2
9
日
、
3
0
目
の
２
日

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
子
供
み
こ
し
や

夜
の
ゲ
ー
ム
大
会
、
納
涼
踊
り
で
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ご存じですか?

検察審査会

を
有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
‥
１
１
人
の

審
査
員
が
、
検
察
官
が
事
件
を

裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
の

よ
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
栃

木
市
旭
町
1
6
－
3
1
、
宇
都
宮
地

方
裁
判
所
栃
木
支
部
内
、
栃
木

検
察
審
査
会
事
務
局
（
電
話
2
3
－

０
２
２
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

９



古文書の解読に

　　　四苦八苦

壬生町

　直之疹をーむ忿

会員研修会に乙

　
平
成
２
年
、
壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料

館
友
の
会
の
一
部
会
と
し
て
「
壬
生
町

古
文
書
を
読
む
会
」
が
、
発
足
し
ま
し

た
。
初
代
会
長
が
平
成
５
年
に
亡
く
な

ら
れ
、
会
の
存
続
が
危
う
く
な
っ
た
の

で
す
が
、
お
互
い
力
を
合
わ
せ
て
続
け

る
事
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
会

員
は
3
0
名
を
か
ぞ
え
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
毎
月
第
２
土
曜
日
、

資
料
館
研
修
室
で
江
戸
～
明
治
初
期
ま

で
の
古
文
書
の
解
読
及
び
解
釈
、
又
、

年
１
回
近
県
の
博
物
館
や
資
料
館
の
見

学
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
研
修
し
て
き
た
内
容
を
紹
介

し
ま
す
と
、
お
家
流
に
よ
る
公
式
武
家

文
書
、
庶
民
の
生
活
等
の
記
録
や
手
紙

等
で
、
当
時
の
状
況
が
ほ
ん
の
少
し
で

も
判
り
大
変
興
味
深
く
、
研
修
日
に
は

多
数
の
会
員
が
出
席
し
ま
す
。
文
化
２

年
、
鳥
居
藩
圭
の
Ｉ
ケ
月
間
の
朝
昼
夕

夜
食
の
献
立
記
録
、
嘉
禾
６
年
、
ペ
リ
ー

浦
賀
入
港
の
時
、
防
備
増
強
の
よ
り
経

済
的
に
苦
し
ん
で
い
た
事
の
記
録
、
蘭

学
通
り
で
有
名
な
斎
藤
玄
昌
直
筆
の
文

書
、
江
戸
末
期
壬
生
藩
を
脱
藩
し
た
松

本
暢
直
筆
の
手
紙
等
が
あ
り
ま
す
。
会

員
一
同
で
読
ん
で
も
ど
う
し
て
も
解
読

で
き
な
い
文
書
が
時
々
あ
り
ま
す
。
資

料
館
に
古
文
書
専
門
の
学
芸
員
が
い
れ

ば
良
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
研
修
の
成
果
は
、
年
Ｉ
回
の
「
資
料

館
ま
つ
り
」
で
発
表
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
一
鹿
足
を
達
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、

私
達
の
会
の
活
動
内
容
が
わ
か
っ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
初
心

者
の
入
会
も
飲
迎
い
た
し
ま
す
の
で
興

味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
会
員
に
お
声
を

か
け
て
下
さ
い
。

辻合人㈲｡凭）

星の宮カントリー倶楽部

　　　　塚原一枝さん

　
星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
旧
東

武
Ｃ
Ｃ
）
は
、
昭
和
4
3
年
1
0
月
、
県
南

壬
生
町
に
オ
ー
プ
ン
し
、
松
林
に
囲
ま

れ
た
フ
ラ
ッ
ト
な
レ
デ
ィ
ー
ス
＆
シ
ニ

ア
に
優
し
い
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
多
く
の

方
々
か
ら
親
し
ま
れ
、
お
陰
様
に
て
昨

年
に
は
開
場
以
米
1
4
0
万
人
の
お
客
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
、
本
年

７
月
に
は
北
関
東
自
動
車
道
が
開
通
し
、

壬
生
Ｉ
Ｃ
か
ら
５
分
と
い
う
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
り
ま
し
て
、
今
後
一
層
の
発

展
が
見
込
ま
れ
る
職
場
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
偏
に
、
地
元
壬
生
町
の
皆
様

に
よ
る
ご
理
解
と
ご
愛
顧
の
賜
と
深
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
塚
原
一
枝
さ

ん
は
、
壬
生
町
在
住
で
入
社
2
6
年
に
な

り
ま
す
。
入
社
当
初
か
ら
フ
ロ
ン
ト
で

受
付
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
仕
事
に
対

ヽ -

す
る
姿
勢
は
誠
実
で
、
現
在
は
課
次
長

と
し
て
総
務
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

後
輩
か
ら
は
、
塚
ち
ゃ
ん
と
慕
わ
れ
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
私
生
活
で
は
、
愛
犬

（
柴
）
の
コ
ロ
ち
ゃ
ん
と
ベ
ル
　
（
セ
ッ

タ
士
の
朝
晩
の
散
歩
に
精
を
出
し
、

休
日
に
は
ご
主
人
と
一
緒
に
釣
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
見
か
け
ま
し
た
ら
気
軽
に

声
を
か
け
て
下
さ
い
。
特
に
、
ゴ
ル
フ

の
予
約
は
大
歓
迎
で
す
。

　
星
の
官
Ｃ
Ｃ
従
業
員
一
同
、
広
く
愛

さ
れ
る
ゴ
ル
フ
場
を
目
指
し
、
ご
来
場

い
た
だ
い
た
お
客
様
全
て
の
方
に
ご
満

足
い
た
だ
け
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、
植
本

の
好
走
を
請
け
負
っ
て
い
る
矢
嶋
さ
ん

は
、
平
成
７
年
に
定
年
後
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
ま
し
た
。
現

在
は
毎
日
町
内
を
く
ま
な
く
歩
き
、
依

頓
首
の
要
望
に
応
え
て
い
ま
す
。
昔
か

ら
植
木
い
じ
り
が
好
き
だ
っ
た
矢
嶋
さ

ん
は
、
素
人
で
す
が
依
頓
首
宅
の
剪
定

の
見
積
も
り
や
図
面
を
作
っ
た
り
、
剪

定
後
の
植
木
を
写
真
に
撮
っ
て
完
成
の

資
料
を
作
っ
た
り
と
犬
忙
し
で
す
。
叉
、

趣
味
の
写
真
や
山
登
り
で
、
あ
ち
こ
ち

の
本
々
を
見
て
い
る
経
験
が
、
作
業
に

役
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
植
本
の
剪
定
作
業
は
屋
外
の
た
め
、

寒
さ
、
暑
さ
、
高
所
な
ど
き
つ
い
杵
築

で
す
が
、
依
頼
者
か
ら
「
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
」
の
Ｔ
言
で
、
苦
し
い
こ
と

手づくりの木戸の前で

が
忘
れ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
会
員
そ
れ

ぞ
れ
が
異
業
種
の
集
ま
り
な
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
意
見
や
経
験
を
持
ち
寄
っ
て

仕
事
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
そ
う
で

す
。
一
方
、
剪
定
も
た
だ
切
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
も
な
く
、
実
の
な
る
木

等
に
は
切
る
場
所
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、

失
敗
す
る
と
し
ば
ら
く
実
が
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
形
作
り
に
も
、
感
性

が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
　
「
樹
木
は
、
市
街
地
の
二
酸
化
炭
素

等
に
よ
る
温
暖
化
を
、
浄
化
し
、
防
災
、

騒
音
、
生
物
の
生
息
に
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
そ
の
犬

切
な
樹
木
の
剪
定
の
仕
事
に
携
わ
り
、

快
適
な
町
づ
く
り
活
動
に
参
加
で
き
る

こ
と
は
、
今
後
の
仕
事
の
励
み
に
な
り

ま
す
。
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

皐
心
◆
争
心
◆
今
ｙ
ｙ
◆
命
・

快適な町づくり
　　　　に参加

二丁目　矢嶋傭さん

￥
・
み
・
￥
！
７
￥
！
‥

緑町

l◆乗･庫◆乗･φ◆41･か●希･争・希･φ◆●･φ◆41･●◆●･争◆布･李●希･4●･1:･:･◆4:Ｕ

tfs

’こ「

　
　
　
短
　
　
歌

裏
庭
の
伽
羅
一
本
に
小
半
日

か
け
て
よ
う
や
く
形
と
と
の
う

巡
り
ゐ
る
季
の
た
し
か
に
立
秋
の

今
宵
の
闇
に
鈴
虫
の
鳴
く

鈴
虫
の
卵
今
年
は
孵
え
ざ
れ
ば

友
を
訪
ね
て
分
け
て
も
ら
い
ぬ

早
朝
の
散
歩
に
人
と
行
き
今
凡
ば

笑
顔
で
い
つ
も
挨
拶
を
す
る

　
　
　
俳
　
　
　
句

声
か
け
て
寄
ら
で
過
ぎ
ゆ
く
網
戸
か
な

靴
紐
を
す
こ
し
き
つ
め
に
今
朝
の
秋

読
み
か
け
の
新
聞
散
ら
し
網
戸
風

故
里
の
夜
は
夜
の
風
骨
網
戸

文
化
協
会
文
芸
部
選

荒
川
　
綾
子

渡
辺
真
夕
美

上
野
カ
ヅ
子

新
井
　
ハ
ナ

宇
井
　
秋
汀

石
原
　
早
苗

鈴
木
佳
世
子

高
橋
　
田
鶴
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消費税・地方消費税

　　　　　　期限内に納めましょう

　消費税及び地方消費税は、消費者からの預り

全的性格を有する税ですから、確実に納税され

るようお願いします。

　なお、期限内に納付されない場合には、延滞

税が加算されます。

　また、期限を経過しても納付せず放置される

ような場合には、財産の差押え等の滞納処分を

受けることにもなります。

　栃木税務署　昔２２－０８８７

暮らしに役立つ

櫛情報

お年寄りと税

各分団ごとに服装点検なごが行われた

　　万－に備え　………

　点検で再確認

亘……………ﾐ………i.田]･5肖防団夏季点検爪子=

　
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
非
常
時
に
備

え
る
た
め
、
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団

長
、
団
員
2
0
3
名
）
の
夏
季
点
検
が
８
月

を
計
算
す
る
と
き
、
老
年
者
控
除
と
し

て
5
0
万
円
か
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
控
除

　
公
的
年
金
や
恩
給
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
収
入
金
額
か
ら
、
公
的
年
金
等

控
除
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。
こ
の
控

除
額
は
、
年
齢
が
6
5
震
以
上
の
人
の
方

が
肘
震
以
下
の
人
よ
り
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

③
マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

　
年
齢
が
6
5
歳
以
上
の
人
は
、
マ
ル
優
、

特
別
マ
ル
優
、
郵
便
貯
金
な
ど
利
子
に

つ
い
て
の
非
課
税
制
度
を
利
用
で
き
ま

す
。

お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
受
け

一

士
日
、
町
総
合
運
動
場
グ
ラ
ン
ド
で
行
　
１
２

わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
殉
識
者
に
対
す
る
黙
と
う
を
終

え
、
団
長
の
指
操
の
も
と
、
各
分
団
毎

に
服
装
点
検
、
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
の

機
械
器
具
点
検
を
受
け
、
続
い
て
団
長

途
の
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ
れ
、
消
火

活
動
に
お
け
る
一
連
の
動
作
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
点
検
終
丁
後
、
団
員
や
消
防
署
員
の

親
睦
を
図
る
た
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
、
ホ
ー
ス
を
バ
ッ
ト
に
持

ち
替
え
、
炎
天
下
に
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
結
果
は
架
上
分
団
架
４
部
（
藤

井
地
区
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ら
れ
る
特
例

　
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象
と

な
る
親
族
が
、
7
0
成
以
上
の
場
合
は
、

通
常
よ
り
多
い
控
除
額
が
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

④
配
偶
者
控
除

　
通
常
の
3
8
万
円
に
代
え
て
4
8
万
円
が

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

⑤
扶
養
控
除

　
通
常
の
3
8
万
円
に
代
え
て
4
8
万
円
か

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
な

お
、
納
税
者
や
そ
の
配
偶
者
の
父
母
や

祖
父
母
（
老
親
等
）
と
同
居
し
て
い
る

と
き
の
扶
養
控
除
は
、
更
に
1
0
万
円
を

加
算
し
た
5
8
万
円
か
所
得
金
額
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
例

①
老
年
者
控
除

　
年
齢
が
西
成
以
上
で
、
か
つ
、
合
計

所
得
金
額
が
士
’
０
０
０
万
円
以
下
の

お
年
寄
り
の
場
合
は
、
本
人
の
所
得
税



スポーツ哺犬新任のＡＬＴを紹介します

シェリーナ・バーガスさん

壬
生
ク
ラ
ブ
（
女
子
バ
レ
ー
ボ
干
ル
）

　
各
種
大
会
で
活
躍

　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
壬
生
ク
ラ
ブ
は
、

７
月
1
6
日
都
賀
町
で
行
わ
れ
た
第
5
2
回
下
都
賀
郡

民
体
育
祭
で
、
各
試
合
と
も
士
セ
ッ
ト
も
落
と
さ

ぬ
圧
勝
で
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
1
0
日
～
1
3
日
ま
で
島
根
県
で
開
催

さ
れ
た
全
日
本
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
カ
ッ

プ
選
手
権
大
会
に
も
、
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
毎
週
水
曜
午
後
７
時
～

９
時
ま
で
町
体
育
館
で
練
習
を
し
て
お
り
、
現
在

メ
ン
バ
ー
（
経
験
不
問
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
�
8
2
－
９
３
５
３
（
野
口
節

子
宅
）
　
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

／'゛＼

ｊ　　　ｊ
々　　　Ｉ辿ノ

壬生クラブはメンバー募集中で可

　９月から町内の中学校で英語の指導をしている

町の外国語指導助手（ＡＬＴ）のシェリーナ・バー

ガス（Shele皿Bergasse）さん（24歳）は、カナ

ダのアルバータ什|エドモントン市の出身です。

　ニューブランズウィック大学では、生物学と心

理学を学びました。趣味は、ハイキングや自転車、

音楽鑑賞で、現在E］本譜の日常会話を勉強してい

ます。

　　「英語の授業を通して、生徒だちから日本の文

化について自分も学びたいし、授業を興味深く楽

し膳のにしたい。また、生徒たちが上手に英語

を話せ、自信を持てるようにお手伝いをしていき

たい｡」と話しており、今後の活躍が期待されます。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
水
泳
の
上
岡
君

　
　
　
　
　
　
　
関
東
大
会
へ
出
場

大会を前に町長室へあいさつに訪れた

南大中の皆さん

　
南
犬
飼
中
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と

水
泳
の
上
岡
正
明
君
（
２
年
）
が
こ
の

ほ
ど
千
葉
県
で
行
わ
れ
た
関
東
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
南
犬
飼
中
チ
ー

ム
は
、
地
区
大
会
、
県
大
会
で
優
勝
し
、

関
東
大
会
で
も
３
回
戦
で
破
れ
た
も
の

の
見
事
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
水
泳
の
上
岡
正
明
君
は
、
県

大
会
で
1
0
0
ｍ
背
泳
ぎ
で
第
２
位
、
2
0
0
ｍ

背
泳
ぎ
で
は
第
３
位
に
入
賞
し
て
、
関

東
大
会
に
出
場
、
健
闘
し
ま
し
た
。

吹
奏
楽
と
水
泳
で

　
　
　
　
　
　
関
東
大
会
へ
出
場

吹奏楽部と水泳代表の皆さん

　
壬
生
中
の
吹
奏
豪
邸
は
、
こ
の
ほ
ど

行
わ
れ
た
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

出
場
8
5
校
中
第
２
位
と
な
り
金
賞
を
受

賞
、
９
月
1
5
日
宇
都
宮
市
文
化
会
館
で

聞
か
れ
た
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
泳
で
は
１
年
の
清
水
理
恵

さ
ん
が
1
0
0
ｍ
と
2
0
0
ｍ
の
バ
タ
フ
ラ
イ

で
、
２
年
の
染
谷
美
穂
さ
ん
が
2
0
0
ｍ

背
冰
ぎ
で
、
３
年
の
清
水
弘
奏
さ
ん
が

2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
県
大
会
で
入
賞
し
、

８
月
９
日
～
ｎ
日
ま
で
千
葉
県
で
聞
か

れ
た
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

１３



参ちのわだい

高校生らが

　ボランティアを体験

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
夏
休
み

期
間
中
の
８
月
1
6
日
、
1
7
目
の
２
日
間

高
校
生
や
大
学
生
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

車椅子の利用方法等を学ぶ参加者たち

奉仕作業で｢心の教育｣を

　　町少年剣道教室

除
草
作
業
に
取
り
組
む
子
供
た
ち

-

ア
ス
タ
ー
’
ル
を
関
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
体
験
を
通
し
て
社
会
福
祉

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理
解
と
関

心
を
高
め
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
地

域
社
会
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
に
は
町
内
外
の
高
校
・
大

学
に
通
う
学
生
1
9
人
が
参
加
、
１
日
目

は
、
心
肺
蘇
生
渋
や
止
血
の
仕
方
等
の

赤
十
掌
紋
語
法
を
学
び
、
２
目
目
は
車

椅
子
や
ア
イ
マ
ス
ク
を
使
っ
て
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
体
験
し
か
ほ
か
、
高

齢
者
擬
似
体
験
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

体
験
し
、
学
校
で
は
あ
ま
り
体
験
で
き

な
い
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
（
三
上
義
市

師
範
）
並
び
に
同
育
成
会
（
鰹
沼
和
夫

会
長
）
で
は
、
８
月
６
日
早
朝
か
ら
約

２
時
間
に
わ
た
り
、
東
雲
公
園
・
慰
賞

牌
周
辺
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
環
境
の
美
化
推
進
と

併
せ
て
、
勤
労
の
汗
と
そ
の
尊
さ
を
学

ぶ
も
の
と
し
て
、
同
教
室
で
の
Ｔ
心
の

教
育
」
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
真
夏
の
太
陽
が
照

り
つ
け
る
な
か
、
少
年
剣
士
や
父
母
約

3
0
名
が
吹
き
出
る
汗
を
拭
い
な
が
ら
清

掃
作
業
に
取
り
組
み
、
広
場
の
雑
草
等

を
取
り
除
き
ま
し
た
。

姉妹都市水□町の中学生が来町

壬生中・南犬飼中生と交流

　
か
ん
ぴ
ょ
う
が
縁
で
姉
妹
都
市
交
流

を
し
て
い
る
滋
賀
県
水
□
町
の
中
学
生

2
1
人
と
引
率
の
方
６
人
が
、
８
月
８
日

一

壬
生
中
生
の
案
内
で
校
内
を
オ
リ
エ
ン
　
１
４

テ
ー
リ
ン
ワ

??77?言二万でJﾓﾌVΞを解く生徒たち

～
1
1
日
に
か
け
て
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
交
流
を
始
め
て
３
年
目
と

な
る
今
年
は
、
２
日
目
に
壬
生
中
と
南

犬
飼
中
の
生
徒
だ
ち
と
各
学
校
で
交
流

会
を
開
き
ま
し
た
。

　
壬
生
中
で
は
、
自
己
紹
介
、
ビ
デ
オ

至
父
え
な
が
ら
の
学
校
紹
介
の
あ
と
、

壬
生
中
生
徒
2
0
入
と
水
口
中
生
徒
1
0
入

が
５
班
に
分
か
れ
、
壬
生
中
生
徒
が
案

内
役
を
つ
と
め
な
が
ら
の
校
内
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
は
、
水
口
町
の
中
学
生
た

ち
が
壬
生
中
・
南
犬
飼
中
の
生
徒
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
、
さ
ら
に
交
流
を
深

め
ま
し
た
。



参ちのわだい

　永遠の平和願う

町戦役者追悼平和祈願祭

　
終
戦
記
念
日
の
８
月
1
5
日
、
町
慰
霊

牌
管
理
委
員
会
（
三
上
牧
市
会
長
∇
王

催
に
よ
る
平
成
1
2
年
度
壬
生
町
戦
没
者

追
悼
平
和
祈
願
祭
が
、
東
雲
公
園
内
の

慰
霊
牌
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
町
遺
族
会
、
軍
恩
会
、

日
傷
会
な
ど
か
ら
約
7
0
人
が
参
列
し
、

先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
っ
た
8
0
0
金
桂
の

英
霊
に
三
上
会
長
を
は
じ
め
、
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
清
水
町
長
、
川
島
町
議

会
議
長
か
ら
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
午
か
ら
出
席
者
全
員
で
１

分
間
の
黙
と
う
を
行
い
、
永
遠
の
平
和

を
願
い
ま
し
た
。

『
緑
化
フ
ェ
ア
会
場
ジ
オ
ラ
マ
』

　
　
Ｐ
Ｒ
用
に
贈
ら
れ
る

あ
い
さ
つ
↓
９
る
三
上
会
長

　
　
「
緑
化
フ
ェ
ア
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
、
こ
の
ば
ど
全
国
都
市

緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
壬
生
町
実
行
委
員

会
へ
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の
お
も
ち
ゃ

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
「
緑

化
フ
ェ
ア
会
場
の
ジ
オ
ラ
マ
」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
大
き
さ
は
、
縦
約
1
.
3
ｍ
、
横
約
１
ｍ

で
、
か
な
り
精
巧
に
で
き
て
お
り
、
お

も
ち
ゃ
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

約
士
月
か
け
て
作
製
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
ジ
オ
ラ
マ
は
、
今
後
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
Ｐ
Ｒ
の
た
め
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

い
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換

先
輩
・
後
輩
仲
良
し
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
南
犬
飼
中
学
校
区
の
壬
生
東
、
睦
、

安
塚
、
壬
生
北
の
４
小
学
校
の
児
童
代

表
と
中
学
生
代
表
が
、
い
じ
め
問
題
対

策
委
員
会
委
員
の
各
学
校
の
教
師
や
保

護
者
、
少
年
指
導
員
、
保
護
司
な
ど
と

交
換
会
を
持
ち
、
い
じ
め
問
題
や
明
る

い
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
自
由
に
意
見

亦
換
を
行
う
「
先
輩
・
詠
草
仲
良
し
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
７
月
3
1
日
南
犬
飼
中
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
い
じ
め
ら

れ
た
り
、
友
達
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気

持
ち
の
す
れ
違
い
に
よ
っ
て
、
い
や
な

思
い
を
し
た
経
験
が
あ
り
、
解
決
法
と

し
て
、
親
や
友
達
に
相
談
し
た
り
、
自

分
の
性
格
を
変
え
る
な
ど
の
意
見
が
だ

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仕
返
し
が
怖
い
の
で
先
生
に

は
相
談
で
き
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

先
生
を
味
方
に
す
る
の
は
難
し
い
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
大
人
へ
の
要
望
と
し
て
、

さまざまな意見方だされました

「
早
く
い
じ
め
に
気
づ
い
て

ほ
し
い
」
「
平
等
に
話
を
聞

い
て
、
上
手
に
指
導
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
か
ら

は
、
「
い
じ
め
は
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
く
前
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
。
黙
っ
て
１
日
過
ご
す
の

は
孤
独
。
あ
い
さ
つ
だ
け
で

も
助
け
ら
れ
る
。
勇
気
や
思

い
や
り
を
持
っ
て
声
を
か
け
、

い
じ
め
が
無
く
な
る
よ
う
行

動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

１５
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総
務
庁
で
は
、
全
国
に
行
政
相
談
の

た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
か
ら

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
公
正
で
中
立
な
立
場
か

ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
な
ど
し
て

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
毎
年
５
月
と
1
0

(I

T

こj

=

やclyべ

;

ﾋﾞ

ｽﾞ

μ

ﾑ･
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　町では、第３子以上の児童を

養育している方に「すこやか子

育て支援金」を交付しています。

※支援金の受給要件、申請方法

　等は、町福祉課児童福祉係

　　　　（�８１－１８３１）へ

納
得
が
い
か
な
い
」
な
ど
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
道

路
、
交
通
、
税
、
年
金
、
保
健
・
福
祉
、

環
境
な
ど
、
分
野
は
問
い
ま
せ
ん
。

1 1
1 1
Ｊ
ｙ
談
は
ど
こ
に
９
パ
ご
1
1
皿

　
行
政
相
談
の
窓
口
は
、
総
務
庁
長
官

か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
で

月
の
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
の

言
言
帽
牡
ブ
1
6
　
ヽ
設
行
政
権
談

１
が
相
談
の
内
容
上
幽
日
　
時
　

1
0
月
1
9
日
（
杢

　
役
所
の
仕
事
（
国
の
仕
事
、
Ｊ
Ｒ
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
特
殊
法
人
の
仕
事
、
県
、

町
の
仕
事
で
国
か
ら
任
さ
れ
て
い
る
・

補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
）
や

手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
関
係
で
。

「
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
亘
、
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
、
「
苦
情

を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
措
置
な
ど
に-

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
　
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

橋詰相談委員

す
。
本
町
で
も
左
記
の
と
お
り
特
設
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
月
―
回

定
例
的
に
相
談
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、

自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

相
談
担
当
者

　
橋
詰
　
通
　
行
政
相
談
委
員

　
　
住
所
　
壬
生
町
大
師
町
1
9
－
3
8

　
　
　
　
　
�
8
2
‐
O
C
N
I
L
r
）
a

　
大
森
　
忠
　
行
政
相
談
委
員

　
　
住
所
　
壬
生
町
通
町
３
－
1
2

　
　
　
　
　
�
8
2
｜
り
乙
０
９
り
り
Ｊ

大森相談委員

|
ｌ
ａ
Ｍ
ｓ
ｓ
１
４
１
￥
Ｍ
ｓ
ｊ
４
Ｊ
＆

　
緑
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
治
会
や
町

内
事
業
所
な
ど
の
ご
協
力
で
集
ま
り
ま

し
た
募
金
は
、
総
額
１
１
５
万
３
。
９

３
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
募

金
は
、
学
校
や
地
域
の
緑
づ
く
り
の
推

進
、
苗
木
配
参
会
や
植
樹
祭
の
実
施
な

ど
、
身
近
な
緑
化
の
推
進
に
活
用
さ
れ

る
ほ
か
、
貴
重
な
水
資
源
を
確
保
す
る

た
め
の
森
林
の
整
備
な
ど
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

-

　
　
　
　
寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

伏
水
美
佐
恵
様
⑩
　
　
　
　
2
0
万
円

大
森
弘
拝
①
　
　
　
　
　
３
万
円

ａ
ｍ
．
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
店
拝
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
７
９
１
円

羽
生
田
西
部
親
睦
今
様
塵
３
千
円

し
や
ぼ
ん
壬
生
唐
様
⑩
　
３
千
円

さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園
内
1
4
ひ
き
の

ひ
っ
こ
し
だ
を
み
る
今
様
①
３
千
円

Ｔ
Ｆ
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
今
様
①

　
　
　
　
　
　
１
万
７
千
１
５
０
円

小
林
螢
様
⑥
　
　
　
　
　
８
千
円

栃
本
県
歌
謡
協
会
下
都
賀
支
部
様
⑩
５
万
円

募
金
箱
　
　
　
　
　
　
　
９
２
８
円

　●●　　●　　●
　国町　国　国
　民県　民　民
　健民　年　健
　座視　全　座
　保－一一　保骸郷貨）骸

炭－　万万限－
　４　　　３　　３

１０期　　月10期月゛’　　分月｀‾

31　　　　　佐２
目　　　恰日

10

月

の

納

税

等
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